
10
月
３
日
（
金
）

か
ら
始
ま
る
藤
枝

大
祭
は
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
歴
史

と
文
化
の
結
晶
で

す
。
こ
の
祭
り
は
、

日
本
遺
産
の
構
成

資
産
に
も
認
定
さ

れ
て
お
り
、
地
域

の
人
々
に
と
っ
て

誇
り
高
き
行
事
で

す
。
お
囃
子
、
三

味
線
、
長
唄
、
そ

し
て
地
踊
り
・
・
・

そ
の
規
模
は
「
日

本
一
」
と
称
さ
れ

る
ほ
ど
。
ま
さ
に

藤
枝
の
魂
が
響
き

渡
る
３
日
間
で
す
。

今
年
も
、
地
域

の
小
中
学
校
４
校

で

は

10

月

３

日

（
金
）
を
「
郷
土

の
日
」
と
し
て
休

日
に
設
定
。
こ
れ

は
、
子
ど
も
た
ち

が
地
域
の
伝
統
に

触
れ
、
世
代
を
超

え
た
交
流
を
深
め

る
貴
重
な
機
会
と

な
る
よ
う
配
慮
さ

れ
た
も
の
で
す
。

祭
り
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
は
自
分
た

ち
の
ふ
る
さ
と
が

持
つ
歴
史
や
文
化

の
豊
か
さ
を
肌
で

感
じ
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
囃

子
、
三
味
線
、
長

唄
に
胸
を
高
鳴
ら

せ
、
踊
り
の
輪
に

加
わ
る
こ
と
で
、

郷
土
へ
の
誇
り
が

芽
生
え
る
の
で
す
。

私
た
ち
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
は
、
こ
う
し
た

体
験
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
教
育

と
は
、
教
室
の
中

だ
け
で
完
結
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
全
体

が
学
び
の
場
で
あ

り
、
藤
枝
大
祭
は

そ
の
象
徴
で
す
。

多
世
代
が
共
に
過

ご
す
時
間
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
は
人

と
の
つ
な
が
り
や
、

文
化
の
継
承
の
意

味
を
学
び
ま
す
。

今
年
の
大
祭
も
、

き
っ
と
多
く
の
笑

顔
と
感
動
が
生
ま

れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
藤
枝
の
鼓
動

が
、
未
来
へ
と
響

き
渡
り
ま
す
。

10
月
３
日
（
金
）

の
「
郷
土
の
日
」

に
は
、
稲
葉
小
学

校
も
含
め
、
藤
枝

中
学
校
区
の
小
中

学
生
の
皆
さ
ん
が

積
極
的
に
参
加
し

て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
参
加
出

来
な
い
場
合
で
も
、

「
郷
土
の
日
」
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、

実

際

に

見

て

、

「
地
域
の
誇
り
」

を
感
じ
取
る
貴
重

な
一
日
に
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
新
聞

伝
統
が
未
来
を
照
ら
す
～
藤
枝
の
誇
り
大
祭

伝
統
が
息
づ
く
３
日
間

郷
土
の
日
を
設
定

地
域
を
愛
す
る
心

学
び
の
場

積
極
的
な
参
加
を
期
待


